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二
〇
二
六
年
度

一
般
入
試

国
語

出
題
意
図
・
模
範
解
答

《
大
問
一

現
代
文
》

村
田
沙
耶
香
「
素
晴
ら
し
い
食
卓
」（
『
生
命
式
』
二
〇
一
九
、
河
出
書
房
新
社
）
よ
り
出
題
し
た
。
複
数
の
登
場
人
物
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食

文
化
を
開
陳
し
合
い
、
相
違
に
ど
う
向
き
合
う
か
を
、
村
田
ら
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
で
描
き
出
し
て
い
る
。
教
育
学
部
の
受
験
生
に
と
っ
て
は
、「
異

文
化
共
生
」
と
い
う
現
実
的
な
問
題
を
、
文
学
的
文
章
な
ら
で
は
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
さ
で
描
く
本
作
を
読
む
こ
と
で
、
文
学
的
文
章
が
現
実
に
ど
の
よ

う
に
向
き
合
え
る
の
か
を
、
意
識
す
る
機
会
と
な
ろ
う
。
特
殊
な
設
定
で
あ
り
な
が
ら
平
易
な
文
章
で
あ
る
。
文
章
の
精
緻
な
読
解
を
中
心
に
、
文

学
的
文
章
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
効
果
も
意
識
で
き
る
よ
う
な
問
題
を
出
題
し
た
。
各
問
の
正
解
・
出
題
意
図
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

問
一

ａ

甘
露

ｂ

は
た
ん

ｃ

遮
（
っ
た
）

ｄ

険
（
し
い
）

ｅ

こ
ま
く

問
二

傍
線
部
の
前
後
を
読
み
、「
物
語
」
と
い
う
単
語
と
、「
」（
鍵
括
弧
）
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
文
意
を
適
切
に
読
解
で
き
る
か
、

ま
た
、
そ
れ
を
簡
潔
に
他
者
に
説
明
す
る
能
力
を
問
う
。

問
三

①
必
要
な
も
の
や
条
件
が
、
都
合
の
良
い
時
に
揃
う
こ
と
。

②
遠
慮
す
る
必
要
が
な
く
、
親
し
い
間
柄
。

問
四

食
文
化
は
、（
そ
の
人
だ
け
の
個
人
的
な
人
生
体
験
の
結
晶
）
で
あ
り
、
自
分
以
外
の
食
文
化
に
（
迎
合
し
た
り
、
融
合
し
た
り
）
せ
ず
と

も
、
自
分
た
ち
が
（
分
か
り
合
え
る
）
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
。

問
五

イ

問
六

ウ

問
七

文
学
的
文
章
に
お
け
る
対
比
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
読
み
取
り
、
そ
の
効
果
を
、
文
章
の
内
容
と
対
応
さ
せ
る
形
で
、
適
切
に
説
明
で
き
る
か
を

問
う
。
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《
大
問
二

古
文
》

問
題
文
と
し
て
選
定
し
た
「
真
字
古
今
集
を
あ
げ
つ
ろ
ひ
し
詞
」
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
儒
学
者
で
あ
る
竜
公
美
こ
と
草
廬
が
記
し
た
『
古
今
和

ま

な

歌
集
』
の
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
小
論
で
あ
る
。
自
ら
の
家
に
伝
わ
る
真
名
本
の
『
古
今
和
歌
集
』
と
菊
池
春
林
『
古
今
集
真
名
字
解
』
と
の
関
係
を

考
察
し
、
春
林
の
人
と
な
り
に
迫
っ
て
お
り
、
古
文
に
対
す
る
受
験
生
の
論
理
的
な
読
解
力
を
は
か
る
に
相
応
し
い
文
章
で
あ
る
。
各
問
は
、
古
典

単
語
・
文
法
・
文
学
史
等
の
基
礎
的
な
知
識
が
求
め
ら
れ
る
問
い
を
始
め
、
文
章
全
体
の
論
理
展
開
を
読
み
解
き
、
現
代
語
訳
を
す
る
問
三
、
文
章

の
内
容
を
踏
ま
え
て
比
喩
表
現
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
意
図
を
汲
み
取
る
問
六
の
論
述
問
題
等
か
ら
な
る
。
日
々
の
古
文
の
学
習
成
果
に
基
づ
き
、

文
章
全
体
を
読
解
し
、
自
身
の
言
葉
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
か
、
思
考
力
な
ら
び
に
記
述
力
を
も
は
か
る
問
い
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
出
題
し
た
。

以
下
、
各
問
の
詳
細
で
あ
る
。

問
一

基
礎
的
な
古
典
単
語
の
意
味
を
答
え
さ
せ
る
も
の
。
文
脈
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
意
味
に
解
釈
で
き
る
か
、
思
考
力
を
も
問
う
。

《
正
解
》

Ⅰ

ア

Ⅱ

イ

Ⅲ

ア

Ⅳ

ウ

Ⅴ

エ

問
二

助
動
詞
・
動
詞
の
活
用
形
・
接
続
に
留
意
し
、
適
切
に
品
詞
分
解
で
き
る
か
、
文
法
的
理
解
力
を
問
う
。

《
正
解
》

①

④

⑤

（
順
不
同
）

問
三

文
章
全
体
の
論
理
展
開
に
基
づ
き
、「
あ
ら
た
に
書
け
る
」
書
が
春
林
『
古
今
集
真
名
字
解
』
、「
昔
の
も
の
」
が
公
美
の
家
に
古
く
か
ら
伝

わ
る
「
真
字
本
」
で
あ
る
こ
と
を
特
定
し
、
適
切
に
現
代
語
訳
で
き
る
か
、
読
解
力
と
記
述
力
を
問
う
。

問
四

「
こ
の
人
」
が
指
し
示
す
と
こ
ろ
を
、
文
脈
に
即
し
て
把
握
で
き
る
か
、
読
解
力
を
問
う
。

《
正
解
》

エ

問
五

文
章
全
体
を
踏
ま
え
て
、
比
喩
表
現
で
あ
る
「
団
子
食
ふ
も
の
の
跡
隠
す
こ
と
知
ら
ぬ
類
ひ
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
汲
み
取
り
、『
古
今

集
真
名
字
解
』に
は
春
林
が
虚
偽
を
働
い
て
い
る
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
論
理
的
に
記
述
で
き
る
か
、

読
解
力
な
ら
び
に
記
述
力
を
問
う
。

問
六

国
語
便
覧
等
に
載
る
基
礎
的
な
古
典
文
学
史
の
知
識
を
問
う
。

《
正
解
》

ウ

コ

（
順
不
同
）
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《
大
問
三

漢
文
》

江
戸
時
代
の
漢
学
者
、
林
鶴
梁
の
文
章
か
ら
の
出
題
。
漢
文
の
定
番
教
材
で
あ
る
「
項
羽
本
紀
」
を
読
ん
で
書
か
れ
た
も
の
。
項
羽
と
自
身
の
間

に
節
目
と
な
る
年
齢
の
一
致
点
を
見
出
し
、
自
身
と
項
羽
を
引
き
比
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
を
鼓
舞
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
窺
わ
れ
る
。
項
羽
の

事
跡
と
い
う
基
本
知
識
を
活
用
し
、
筆
者
が
項
羽
の
何
を
た
た
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
時
代
状
況
の
違
い
か
ら
項
羽
と
自
身
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
を
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
。

問
一

基
本
語
句
の
意
味
を
正
し
く
解
釈
し
、
文
脈
を
正
確
に
読
み
取
っ
て
主
語
を
補
い
つ
つ
適
切
に
訳
出
で
き
る
か
を
問
う
。

問
二

基
本
語
句
の
知
識
を
問
う
。

問
三

訓
読
の
知
識
を
問
う
。

問
四

「
才
不
才
」
が
項
羽
と
筆
者
自
身
を
指
す
こ
と
を
理
解
し
、「
懸
隔
」「
隔
絶
」
等
の
語
句
か
ら
類
推
し
て
「
懸
絶
」
の
意
味
を
捉
え
た
上
で
、

適
切
に
訳
出
で
き
る
か
を
問
う
。

問
五

「
亦
適
同
」
と
、
「
亦
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
一
致
す
る
点
は
一
つ
で
は
な
い
こ
と
を
読
み
取
り
、
筆
者
が
学
問
を
始
め
た
年
齢
と
項
羽
が
挙

兵
し
た
年
齢
、
筆
者
が
今
「
読
項
羽
本
紀
」
を
書
い
て
い
る
年
齢
と
項
羽
が
亡
く
な
っ
た
年
齢
が
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
読
解
し

て
記
述
す
る
力
を
問
う
。

問
六

項
羽
の
事
跡
と
い
う
基
本
知
識
を
活
用
し
、
文
脈
に
沿
っ
て
正
し
く
理
解
で
き
る
か
、
基
本
的
知
識
と
判
断
力
を
問
う
。

問
七

問
六
を
踏
ま
え
つ
つ
、
戦
国
期
に
武
力
で
名
を
立
て
た
項
羽
と
、
太
平
の
世
の
中
に
生
き
る
自
身
と
を
比
較
し
て
い
る
点
か
ら
考
察
し
、
適

切
に
説
明
す
る
思
考
力
・
表
現
力
を
問
う
。


